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自
然
共
生
サ
イ
ト
に
お
け
る
指
標
昆
虫
を
 

用
い
た
簡
便
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
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プ
レ
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所
■
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村
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一
．
は
じ
め
に
 

環
境
省
で
は
、
民
間
の
取
り
組
み
等
 

に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
の
保
全
が
図
ら
 

れ
て
い
る
区
域
を
「
自
然
共
生
サ
イ
 

ト
」
と
し
て
認
定
す
る
制
度
を
、
令
和
 

五
年
度
か
ら
運
用
し
て
い
る
。
令
和
六
 

年
度
後
期
ま
で
に
三
二
八
カ
所
が
認
定
 

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
自
然
環
境
や
 

生
物
と
の
関
わ
り
が
少
な
か
っ
た
一
般
 

企
業
か
ら
の
関
心
も
高
い
も
の
が
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
に
お
け
る
生
物
多
 

様
性
の
状
況
を
把
握
す
る
上
で
、
昆
虫
 

類
は
重
要
な
指
標
と
な
り
得
る
。
昆
虫
 

類
は
非
常
に
多
様
な
種
と
生
態
を
有
し
、
 

生
物
多
様
性
を
体
現
し
つ
つ
幅
広
い
環
 

境
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
も
含
 

め
た
幅
広
い
層
が
触
れ
合
え
る
可
能
性
 

を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
自
然
 

環
境
に
関
わ
る
様
々
な
取
り
組
み
（
観
 

察
会
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
管
理
等
）
に
 

お
い
て
、
国
民
の
生
物
多
様
性
に
関
す
 

る
認
知
・
理
解
を
深
め
る
具
体
的
な
入
 

り
口
と
な
り
得
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
 

環
境
省
で
は
令
和
三
年
度
ー
四
年
度
に
 

身
近
な
自
然
環
境
に
生
息
す
る
代
表
的
 

な
昆
虫
類
二
〇
種
と
北
海
道
、
東
京
、
 

中
京
、
大
阪
、
九
州
と
い
っ
た
地
域
性
 

を
考
慮
し
た
代
表
的
な
昆
虫
類
を
三
〇
 

種
ず
つ
（
北
海
道
は
二
二
種
）
選
定
し
 

た。 一
一
．
簡
易
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
 

の
必
要
性
 

一 

ー

ー
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自
然
共
生
サ
イ
ト
に
お
け
る
生
物
多
 

様
性
の
維
持
・
管
理
に
お
い
て
は
そ
の
 

状
況
を
把
握
す
る
た
め
継
続
的
な
モ
ニ
 

タ
リ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
。
一
方
で
特
 

に
サ
イ
ト
管
理
者
が
民
間
企
業
な
ど
の
 

場
合
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
過
度
の
負
担
 

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
 

ま
え
当
社
で
は
環
境
省
自
然
 

環
境
計
画
課
か
ら
の
委
託
に
 

よ
り
、
令
和
五
年
度
に
前
記
 

の
代
表
的
な
昆
虫
を
生
態
系
 

の
連
結
性
や
生
息
環
境
の
モ
 

ザ
イ
ク
性
、
個
体
数
の
増
減
 

傾
向
、
人
の
健
康
へ
の
正
の
 

効
果
も
含
む
生
態
系
サ
ー
ビ
 

ス
の
健
全
性
の
状
況
把
握
に
 

資
す
る
、
分
か
り
や
す
く
、
 

公
表
し
や
す
い
指
標
昆
虫
と
 

し
て
活
用
し
た
「
指
標
昆
虫
 

に
着
目
し
た
簡
便
な
生
物
多
 

様
性
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
 

（
以
下
、
「
指
標
昆
虫
モ
ニ
タ
 

リ
ン
グ
」
と
い
う
）
を
検
討
 

し
た
。
 

× 自然共生サイト環境診断 

 ノ 

②地方タイプ 

サイトの位置する地方を 

チェック 

活用できる指標昆虫※1 

{t 環境タイプ 

サイトの植生の外 

観等からチェック 

1三
指
標
昆
虫
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

の
概
要
 

り」
 

野
外
で
昆
虫
類
調
査
を
行
う
際
に
は
、
 

種
に
よ
っ
て
そ
の
生
息
場
所
や
生
態
は
 

異
な
っ
て
い
る
た
め
定
型
的
に
調
査
方
 

法
や
ポ
イ
ン
ト
を
記
載
、
教
導
す
る
こ
 

と
は
難
し
い
。
一
方
で
、
例
え
ば
針
葉
 

樹
林
と
広
葉
樹
林
の
場
合
、
生
息
種
は
 

異
な
る
も
の
の
樹
林
と
い
う
立
体
的
な
 

構
造
と
落
葉
の
堆
積
し
た
林
床
等
の
特
 

徴
は
共
通
し
て
お
り
、
調
査
方
法
や
着
 

眼
点
は
似
通
っ
た
も
の
と
な
る
。
そ
こ
 

モニタリングハターンの選定※ 

その他 小規模緑地 草地 I疎林林噛 
※環境タイプから選定する「モニタリングパターン」と地域に応じた「活用でき 

る指標昆虫」を組み合わせることで、任意のサイトにおける指標昆虫を決める。 

図1 モニタリングパターンの選定フ口ー 

で
 
「
指
標
昆
虫
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
で
は
、
 

対
象
サ
イ
ト
に
想
定
さ
れ
る
環
境
タ
イ
 

プ
を
大
ま
か
に
類
別
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
 

グ
パ
タ
ー
ン
を
示
し
た
上
で
詳
細
な
調
 

査
内
容
に
つ
な
げ
る
形
と
し
た
（
図
 

1
）
。
 

自
然
共
生
サ
イ
ト
内
の
環
境
は
生
息
 

す
る
生
物
種
に
直
接
関
わ
る
重
要
な
要
 

素
で
あ
り
、
環
境
を
認
識
す
る
こ
と
で
 

あ
る
程
度
生
息
す
る
生
物
を
予
想
す
る
 

こ
と
が
で
き
る
。
本
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
 

は
自
然
環
境
に
つ
い
て
経
験
の
な
い
サ
 

イ
ト
管
理
者
が
、
代
表
的
な
環
境
写
真
 

か
ら
サ
イ
ト
の
環
境
タ
イ
プ
を
視
覚
的
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表1 各モニタリングパターンの実施内容概略 

~ パタ－ ン 代表的な指標昆虫 調査の概要 注意する場所 

r
- 

、
ン
タ
 

、
ン
マ
カ
ゼ
 

ブ

ク

マ

ラ

マ

イ

イ

 

ム

ガ

リ

キ

タ

イ

イ

 

力
コ
キ
ム
ャ
マ
一
一
 

ト
ワ
ワ
サ
ト
マ
一
一
 

ミ
、
ン
リ
等
 

ジ
ム
ブ
ミ
 

・道沿いなどサ 

イト内の歩き 

やすい所をゆ 

っくり歩きな 

がら周囲に目 

を配り、昆虫 

等生物を探す。 

・生物を見っけ 
たら写真撮影、 

位置、期日を 

記録する。 

・場合によって 

は捕虫網で採 

集する。 

・鳴き声に注意 

し、必要に応 

じ録音する。 

・街灯等の照明 

がある場合は 

昆虫が周囲に 

落ちていない 

か夜間に見回 

る。 

・獣糞や動物遺 

骸等があった 

場合はよく観 

察する。 

・木の幹や葉の 

上を探す。 

・地面の木や石 

をひっくり返 

す。 

・トラップ類を 

仕掛けてみる。 

・樹幹や梢の葉 

上や裏 

・樹液の出てい 

る所、樹果等 

・枯木、枯枝 

・地上の朽木や 

倒木、石の下 

‘地上の落葉下 

②

疎

林

 

林
縁
 

ハラビ口カマキU 

キムネクマバチ 

ゴマダラチョウ 

オオヒラタシデムシ 

コマルハナバチ 

クッワムシ 

クジャクチョウ等 

・低木や草の茂 

みで捕虫網を 

振るってみる。 

・トラップ類を 

仕掛けてみる。 

・低木や草の花 

卉上、木の葉 

の上や裏 

・樹液の出てい 

る所、樹果等 

・枯木、枯枝 

・地上の朽木や 

倒木、石の下 

・地上の落葉下 

③

草

 
地
 

ショウリョウバッタ 

ジャコウアゲハ 

ビ口ウドッリアブ 

べニシジミ 

タテハモドキ 

キリギリス類 

マッムシ等 

・草の茂みで捕 

虫網を振るっ 

てみる。 

・トラップ類を 

仕掛けてみる。 

・草の上や裏、 

花卉上 

・地表 

・地上の枯草や 

石の下 

ー‘ 

－ 

【ー，・」に」”ト「，‘『－「 
『
 

ソ
」
 

『 
」
 

〕
 

キイトトンボ 

ハグ口トンボ 

チョウトンボ 

ルリボシャンマ 

シマアメンボ 

ヒメタイコウチ 

コムラサキ等 

・見晴らしのい 

い所から水面 

上や、水辺の 

植物上等を観 

察する。 

・水辺の植物の 

茂みで捕虫網 

を振るってみ 

る。 

・水辺の植物上、 

水生植物の上、 

水面上、杭の 

上等 

・水辺の湿地 

⑤ 
小規模緑地 

ショウリョウバッタ 

ビ口ウドッリアブ 

オオハナアブ 

べニシジミ 

エンマコオ口ギ 

キムネクマバチ 

コマルハナバチ等 

・低木や草の茂 

みで捕虫網を 

振るってみる。 

・低木や草の花 

卉上、木の葉 

の上や裏 

・樹幹や葉の上 

や裏 

・建物の壁面、 

べンチや柵等 

の上 

・地表 

・地上の枯草下 

オオハサミムシ 

その他それぞれの環 

境に特徴的な種 

対象種に応じた 

手法 

対象種に応じた 

手法 

対象種に応じた 

手法 

に
類
別
す
る
こ
と
か
ら
サ
イ
ト
に
適
合
 

し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
パ
タ
ー
ン
が
選
定
 

さ
れ
る
も
の
と
し
た
。
 

続
い
て
サ
イ
ト
の
位
置
す
る
地
方
に
 

よ
り
生
息
し
う
る
種
を
推
測
す
る
こ
と
 

と
し
た
。
 

そ
し
て
環
境
タ
イ
プ
に
よ
り
選
定
さ
 

れ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
パ
タ
ー
ン
と
地
方
 

タ
イ
プ
で
選
定
さ
れ
た
地
域
ご
と
の
指
 

標
昆
虫
か
ら
、
サ
イ
ト
に
生
息
す
る
指
 

標
昆
虫
を
予
想
す
る
と
い
う
流
れ
と
し
、
 

そ
れ
ら
予
想
さ
れ
る
指
標
昆
虫
を
念
頭
 

に
置
き
つ
つ
、
表
1
に
示
し
た
よ
う
な
 

環
境
ご
と
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
モ
ニ
タ
 

リ
ン
グ
調
査
内
容
へ
と
導
く
こ
と
と
し
 

た。 四
．
今
後
に
向
け
た
課
題
と
 

展
望
 

本
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
実
効
性
を
 

検
証
す
る
た
め
、
令
和
六
年
度
に
3
0
b
 

y30

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
メ
ン
バ
ー
を
対
象
 

と
し
て
現
地
研
修
会
を
開
催
し
、
事
後
 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
 

参
加
者
は
資
料
や
研
修
会
に
よ
り
、
あ
 

る
程
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
内
容
の
理
解
は
 

で
き
た
も
の
の
、
そ
の
実
践
の
た
め
に
 

は
、
特
に
昆
虫
種
の
同
定
に
つ
い
て
、
 

専
門
家
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
希
望
す
る
声
 

が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
自
然
共
生
 

サ
イ
ト
に
お
け
る
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
 

ン
グ
実
施
の
た
め
に
は
、
大
学
等
の
教
 

育
機
関
、
N
O
R
N
A
c

（
自
然
系
調
 

査
研
究
機
関
連
絡
会
議
）
加
盟
博
物
館
、
 

N
P
O
、
地
域
の
同
好
会
等
と
の
連
携
 

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
拡
充
が
カ
ギ
 

と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
 

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
専
門
 

家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
構
築
 

を
目
指
す
こ
と
で
、
自
然
共
生
サ
イ
ト
 

を
通
じ
て
、
多
様
な
主
体
の
協
力
に
よ
 

る
地
域
の
生
物
多
様
性
保
全
の
さ
ら
な
 

る
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。
 

村

田

 
和

彦

●

む

ら

た

 
か

ず

ひ

こ

 

株
式
会
社
プ
レ
ッ
ク
研
究
所
 
環
境
調
査
部
 

動
物
調
査
室
兼
緑
地
認
証
セ
ン
タ
ー
 
主
査
。
 

東
京
都
出
身
。
宇
都
宮
大
学
大
学
院
農
学
研
 

究
科
農
学
専
攻
修
了
。
 

野
生
生
物
保
全
、
生
物
多
様
性
に
係
る
環
境
 

創
出
、
普
及
啓
発
等
に
携
る
。
日
本
昆
虫
学
 

会
会
員
。
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